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東京証券取引所 TOKYO PRO Market 上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

当社は、本日 2024年８月 13日に東京証券取引所 TOKYO PRO Marketに上場いたしました。 

 今後とも、なお一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

なお、当社グループの業績予想は、次のとおりであり、また、最近の決算情報等につきまし 

ては別紙のとおりであります。 

 

（単位：百万円、％） 

決算期 

項目 

2024年 11月期（予想） 2023年 11月期 

 構成比  対前期増減比     構成比 

売上高 6,607 100.0 45.5 4,542 100.0 

営業利益 356 5.4 808.3 39 0.9 

経常利益 349 5.3 679.3 44 1.0 

親会社株主に帰属する当期純利益 228 3.5 423.0 43 0.9 

１株当たり当期純利益 65.64円 12.55円 

１株当たり配当金            ―     0.00 

 （注）１．当社は、2024年２月 28日付で、普通株式１株につき、1,000株の割合で株式分割を行っ 

    ておりますが、2023年 11月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期 

    純利益を算定しております。 

    ２．2024年 11月期の１株当たりの配当金につきましては、未定のため記載しておりません。 



 

 

【2024年 11月期予想の前提条件】 

（１） 当社グループ全体の見通し 

当連結会計年度（自 2023年 12月 1日至 2024年 11月 30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイ

ルス感染症の流行に対する各種制限が緩和され、社会経済活動は正常化が進みましたが、ロシアのウクラ

イナ進攻の長期化、世界的な資源・エネルギー価格や物価の高騰が続き、欧米においては金融引き締めに

より景気が後退する等、先行き不透明な状況が続いています。 

当社グループをとりまく環境は、国内の公共投資の分野では、国民の安全・安心の確保のための国土強

靭化対策や前年度からの経済対策と合わせて切れ目のない予算執行により堅調に推移しています。民間投

資も、旺盛な物流や都市開発の需要に加え、企業業績の回復を背景に堅調に推移しています。一方、建設

資材価格が幅広い品目で高騰し、コスト上昇圧力となっていることから、依然として厳しい経営環境が続

いております。 

また、不動産開発の分野では、地価の高止まり、一部金融機関の金利引き上げに伴う金利上昇の懸念拡

大など楽観視できない状況は続いております。 

このような事業環境のもと、現時点において当社グループが把握している情報を基に業績予想を算出い

たしました。しかし、こうした状況が将来にわたって経済にもたらす影響は不確実性が高く、修正の必要

性が生じた場合には、速やかに開示する予定であります。 

 

（２） 業績予想の前提条件 

① 売上高 

  当社グループの売上高は、総合建設事業部門(注)、デベロップメント事業部門(注)、鉄道関連等建設

事業部門、建設資材製造販売総合商社事業部門で構成されております。総合建設事業部門、鉄道関

連等建設事業部門、建設資材製造販売総合商社事業部門は、現在の受注・手持ち案件および過去の

実績を踏まえ計上し、デベロップメント事業部門は、売上の確実な物件を積上計上して総合的に予

算化しております。 

 その結果、売上高は 6,607,220千円（前期比 45.5％増）と予測しております。 

（注）総合建設事業部門を、2024年 11月期より「総合建設事業部門」「デベロップメント事業部門」に区分しております。 

 

② 売上原価、販売費及び一般管理費、営業利益 

 当社グループにおける売上原価は、案件・物件ごとに外注費、材料費、人件費等を管理・分析で

きる仕組みを構築しており、過去実績等も参考にして算出しております。また、販売費及び一般管

理費は変動要因や上場関連費用等を考慮して、見積もっております。 

 その結果、営業利益は 356,983千円（同 808.3％増）と予測しております。 

 

③ 営業外損益、経常利益 

  営業外損益は、雑収入及び支払利息等を考慮して、見積もっております。 

  その結果、経常利益は 349,507千円（同 679.3％増）と予測しております。 

 

④ 特別損益、親会社株主に帰属する当期純利益 

 特別損益として見込んでいる事項はありません。親会社株主に帰属する当期純利益は、法人税等

を考慮して 228,752千円（同 423.0％増）と予測しております。 

 

 本開示資料は、投資者に対する情報提供を目的として将来の事業計画等を記載したものであって、投資勧誘を目的としたものではありません。当社の事業

計画に対する評価及び投資に関する決定は、投資者ご自身の判断において行われるようにお願いいたします。また、当社は、事業計画に関する業績目標その

他の事項の実現・達成等に関しその蓋然性をいかなる意味においても保証するものではなく、その実現・達成等に関して一切責任を負うものではありせん。 

 本開示資料に記載されている将来に係わる一切の記述内容(事業計画に関する事業目標も含みますがそれに限られません。)は、現時点で入手可能な情報か

ら得られた当社の判断に基づくものであり、将来の経済環境の変化等を含む事業計画の前提条件に変動が生じた場合その他多様な原因の変化により、実際の

事業の状態・業績等は影響を受けることが予想され、本開示資料の記載内容と大きく異なる可能性があります。 



 

 

 

2024年 11月期 中間決算短信〔日本基準〕（連結） 
2024年８月 13日 

 

上 場 会 社 名 アスミホールディングス株式会社 上場取引所 東 

コ ー ド 番 号 229A ＵＲＬ https://asumi-hd.com/ 

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 谷岡哲広 

問合せ先責任者 (役職名) 取締役経営本部長 (氏名) 神代丈生 (TEL)078(735)1100 

中間発行者情報提出予定日 2024年８月 30日 配当支払開始予定日 － 

中間決算補足説明資料作成の有無 ：無 

中間決算説明会開催の有無 ：無 

（百万円未満切捨て） 
１．2024年 11月期中間期の連結業績（2023年 12月１日～2024年５月 31日） 
（１）連結経営成績                              （％表示は、対前年同期増減率）  

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2024年 11月期中間期 3,994 － 377 － 362 － 239 － 
2023年 11月期中間期 － － － － － － － － 

（注）中間包括利益 2024年 11月期中間期  239百万円（－％） 2023年 11月期中間期－百万円（－％） 

 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり中間純利益 

 円 銭 円 銭 

2024年 11月期中間期 68.85 － 
2023年 11月期中間期 － － 

（注）１．当社は、2023年11月期中間期においては、中間連結財務諸表を作成していないため、2023年11月期中間期の数

値及び 2024年 11月期中間期の対前年同期増減率を記載しておりません。 

   ２．当社は、2024 年２月 28 日付けで、普通株式１株につき 1,000株の割合で株式分割を行っておりますが、2024 年

11月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり中間純利益を算定しております。 

３．潜在株式調整後１株当たり中間純利益は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

2024年 11月期中間期 3,146 600 19.1 172.37 
2023年 11月期 3,638   360 9.9 103.52 

（参考）自己資本 2024年 11月期中間期 600百万円 2023年 11月期 360百万円 

（注）１．当社は、2024年２月28日付けで、普通株式１株につき1,000株の割合で株式分割を行っておりますが、2023年 

11月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

中間期末 期末 合計 

 円銭 円銭 円銭 
2023年 11月期 0.00 0.00 0.00 
2024年 11月期 0.00   

2024年 11月期(予想)  － － 

(注)１．2024年 11月期(予想)については、未定のため、記載しておりません。 

   ２. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 
 
 
 
 
 



 

 

３．2024年 11月期の連結業績予想（2023年 12月１日～2024年 11月 30日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属す

る当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円銭 

通期 6,607 45.5 356 808.3 349 679.3 228 423.0 65.64 

(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

２．当社は、2024年２月 28日付で普通株式１株につき 1,000株の割合で株式分割を行っておりますが、2024年 11月 

期の業績予想における１株当たり当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮し、算出しております。 

 

※注記事項 
 

（１）当中間連結会計期間における連結範囲の重要な変更  ：無 
 

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

②①以外の会計方針の変更 ：無 

③会計上の見積りの変更 ：無 

④修正再表示 ：無 

 
（４）発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数(自己株式を含む) 2024年 11月期中間期 4,100,000株 2023年 11月期  4,100,000株 

②期末自己株式数 2024年 11月期中間期 615,000株 2023年 11月期  615,000株 

③期中平均株式数(中間期) 2024年 11月期中間期 3,485,000株 2023年 11月期中間期 3,485,000株 

 
(注) １． 当社は、2022 年 12 月１日に関西タクト株式会社による単独株式移転により設立しました。当該単独株式移転に

伴い、関西タクト株式会社の保有する関西タクト株式会社の自己株式が当社株式に移転したため当社株式を保有

するに至りました。会社法第 135 条第３項において、子会社が保有する親会社株式は相当の時期に処分すること

が定められていましたので、2024年１月25日に関西タクト株式会社が保有する当社株式615株を取得しました。 

２．当社は、2024年２月 28日付で普通株式１株につき 1,000株の割合で株式分割を行っておりますが、2023年 11月

期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して株式数を記載しております。 

 
※中間決算短信は公認会計士又は監査法人の中間監査の対象外です 

 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報、および合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。 

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、中間決算短信（添
付資料）３ページの「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧
下さい。 
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１. 当中間決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当中間連結会計期間（自2023年12月１日至2024年５月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイ

ルス感染症の流行に対する各種制限が緩和され社会経済活動は正常化が進みましたが、ロシアのウクラ

イナ侵攻の長期化、世界的な資源・エネルギー価格や物価の高騰が続き、欧米においては金融引き締め

により景気が後退する等、先行き不透明な状況が続きました。 

建設業界を取り巻く環境は、国内の公共投資の分野では、国民の安全・安心の確保の為の国土強靭化

対策や前年度からの経済対策と合わせて切れ目のない予算執行により堅調に推移しました。民間投資も、

旺盛な物流や都市再開発の需要に加え、企業業績の回復を背景に堅調に推移しました。一方、建設資材

価格が幅広い品目で高騰し、コスト上昇圧力となっていることから、依然として厳しい経営環境が続い

ております。 

また、不動産業界において、地価の高止まり、一部金融機関の金利引き上げに伴う金利上昇の懸念拡

大など楽観視できない状況は続いております。 

こうした状況のもと、当社の経営成績は次のとおりとなりました。当中間連結会計期間の経営成績は、

売上高3,994,881千円、営業利益377,761千円、経常利益362,369千円、親会社株主に帰属する中間純利益

239,939千円となりました。 

なお、当社は、当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前年同期との比較は

行っておりません。 

 

総合建設業部門、デベロップメント事業部門、鉄道関連等建設事業部門、建設資材製造販売総合商社

部門、それぞれのセグメント業績は以下のとおりであります。 

(総合建設事業部門) 

総合建設事業部門につきましては、工事の受注の増加および前期末に収益計上できなかった原価回収

基準、完成基準を採用する工事が多く終了した結果、売上髙は、1,761,908千円、セグメント利益は、

250,205千円となりました。 

 

(デベロップメント事業部門) 

デベロップメント事業部門につきましては、2024年４月に新横浜の案件の売却を行ったため、売上髙は、 

1,353,000千円、セグメント利益は、61,809千円となりました。 

 

(鉄道関連等建設事業部門) 

鉄道関連等建設事業部門につきましては、新型コロナウイルス感染症の流行に対する各種制限が段階

的に緩和されてきたこと、インバウンド需要の増加等もあり、売上の大部分を占める発注元の西日本旅

客鉄道㈱の売上高が回復してきた影響で、売上髙は、494,839千円、セグメント利益は、35,900千円とな

りました。 

 

(建設資材製造販売総合商社事業部門) 

建設資材製造販売総合商社事業部門につきましては、グループ化によるシナジー効果により、港湾工

事における仕入商品の販売が増加した結果、売上髙は、385,133千円、セグメント利益は、22,932千円と

なりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 

① 資産、負債及び純資産の状況 

(ア)流動資産 

当中間連結会計期間末における流動資産の残高は、仕掛販売用不動産の減少等により前連結会計年度 

末に比べ619,174千円減少（22.3％減）し2,158,519千円となりました。 

(イ)固定資産 

当中間連結会計期間末における固定資産の残高は、建物及び構築物、土地の増加等により前連結会計 

年度末に比べ126,875千円増加（14.7％増）し987,656千円となりました。 

(ウ)流動負債 

当中間連結会計期間末における流動負債の残高は、短期借入金の減少等により前連結会計年度末に比 

べ437,739千円減少(21.6％減）し1,590,280千円となりました。 

(エ)固定負債 

当中間連結会計期間末における固定負債の残高は、長期借入金の減少等により前連結会計年度末に比 

べ294,500千円減少（23.6％減）し955,189千円となりました。 

(オ)純資産 

当中間連結会計期間末における純資産の残高は、親会社株主に帰属する中間純利益(239,939千円)の 

計上等により前連結会計年度末に比べ 239,939千円増加（66.5％増）し、600,705千円となりました。な

お、自己資本比率は前期末に比べ 9.2ポイント増加し 19.1％となりました。 

 

（３）キャッシュ・フローの状況 

   当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、660,134千円となりま

した。当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであり

ます。なお、当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間との

比較分析は行っておりません。 

（営業活動によるキャッシュ・フロ－） 

営業活動によるキャッシュ•フロ－は、1,410,701千円の獲得となりました。これは主に棚卸資産の減少

(831,671千円)、税金等調整前中間純利益(370,142千円)、未成工事受入金の増加(134,545千円)等による

ものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロ－） 

投資活動によるキャッシュ•フロ－は、22,425千円の支出となりました。これは主に有形固定資産の取得 

による支出(18,990千円)、長期貸付金の回収による収入(11,405千円)等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロ－） 

財務活動によるキャッシュ•フロ－は、977,163千円の支出となりました。これは主に短期借入金の減少 

(865,000千円)、長期借入金の返済による支出(210,732千円)等によるものです。 

 

（４）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の我が国の経済見通しは、新型コロナウイルス感染症は落ち着きをみせてはいますが、ロシアのウクラ

イナ進攻に端を発した資源・エネルギ－価格の高騰や物価の高騰など、先行きは不透明な状況が続くと予想さ

れます。 

 建設業を取り巻く環境は、国内の公共投資の分野では、国民の安全・安心の確保の為の国土強靭化対策や前

年度からの経済対策と合わせて切れ目のない予算執行により堅調に推移すると予測されます。民間投資も、旺

盛な物流や都市開発の需要に加え、企業業績の回復を背景に堅調に推移すると予測されます。 
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この様な環境の中、今期当社グル－プでは、これまでに培ってきた経営資源の活用で、関東圏でのデベロッ

プメント事業の拡大と、民間建築分野への事業拡大を目指してまいります。 

このような状況のもと、通期の業績に関しては、売上高6,607,220千円（前期比45.5％増）、営業利益

356,983千円（前期比808.3％増）、経常利益349,507千円（前期比679.3％増）、親会社株主に帰属する当期純利

益228,752千円（前期比423.0％増）を見込んでいます。 

 

(注) 上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績等は今後

様々な要因によって異なる結果となる場合があります。 

 

２. 会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社は、現在、日本国内において事業を展開していることなどから、当面は日本基準に基づいて財務諸

表を作成する方針であります。なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、今後の事業展

開や国内外の動向などを踏まえた上で検討を進めていく方針であります。 
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３. 中間連結財務諸表及び主な注記 

（１）中間連結貸借対照表 

 

    （単位：千円） 

  
前連結会計年度 当中間連結会計期間 

（2023年 11月 30日） （2024年５月 31日） 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 283,136 695,237 

受取手形・完成工事未収入金等 754,236 669,705 

未成工事支出金 122,922 462,640 

商品及び製品 32,111 31,111 

原材料及び貯蔵品 4,036 3,930 

仕掛販売用不動産 1,410,526 240,253 

前渡金 83,099 201 

1年内回収予定の長期貸付金 23,471 24,015 

未収還付法人税等 29,436 - 

その他 38,135 34,842 

貸倒引当金 △ 3,418 △ 3,418 

流動資産合計 2,777,693 2,158,519 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 289,884 325,734 

機械装置及び運搬具（純額） 68,943 80,161 

土地 238,834 273,034 

その他（純額） 13,233 25,182 

有形固定資産合計 610,896 704,114 

無形固定資産 23,337 22,843 

投資その他の資産   

長期貸付金 198,156 198,126 

保険積立金 41,141 48,993 

繰延税金資産 25,735 47,839 

その他 65,042 69,266 

貸倒引当金 △ 103,528 △ 103,528 

投資その他の資産合計 226,548 260,698 

固定資産合計 860,781 987,656 

資産合計 3,638,475 3,146,176 
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    （単位：千円） 

  
前連結会計年度 当中間連結会計期間 

（2023年 11月 30日） （2024年５月 31日） 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 450,576 381,273 

短期借入金 1,050,000 185,000 

１年内返済予定の長期借入金 320,612 540,132 

未払金 49,858 42,113 

未払法人税等 14,019 130,813 

未成工事受入金 108,464 243,010 

賞与引当金 2,042 24,633 

その他 32,447 43,304 

流動負債合計 2,028,019 1,590,280 

固定負債   

長期借入金 1,146,258 816,006 

退職給付に係る負債 4,933 5,212 

繰延税金負債 17,270 39,169 

資産除去債務 62,084 61,789 

その他 19,143 33,012 

固定負債合計 1,249,689 955,189 

負債合計 3,277,709 2,545,470 

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,500 20,500 

資本剰余金 20,500 20,500 

利益剰余金 331,766 571,705 

自己株式 △ 12,000 △ 12,000 

株主資本合計 360,766 600,705 

純資産合計 360,766 600,705 

負債純資産合計 3,638,475 3,146,176 
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 

①中間連結損益計算書 

  (単位：千円) 

  

当中間連結会計期間 

(自 2023年 12月１日 

至 2024年 5月 31日) 

売上高 3,994,881 

売上原価 3,397,780 

売上総利益 597,101 

販売費及び一般管理費 219,339 

営業利益 377,761 

営業外収益  

受取利息 1,281 

受取家賃 8,437 

その他 3,704 

営業外収益合計 13,423 

営業外費用  

支払利息 14,033 

消費税差額 14,754 

その他 26 

営業外費用合計 28,815 

経常利益 362,369 

特別利益  

固定資産売却益 8,000 

特別利益合計 8,000 

特別損失  

固定資産除却損 226 

特別損失合計 226 

税金等調整前中間純利益 370,142 

法人税、住民税及び事業税 130,409 

法人税等調整額 △ 205 

法人税等合計 130,203 

中間純利益 239,939 

親会社株主に帰属する中間純利益 239,939 
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②中間連結包括利益計算書 

 

  （単位：千円） 

  

当中間連結会計期間 

(自 2023年 12月１日 

至 2024年 5月 31日) 

中間純利益 239,939 

中間包括利益 239,939 

（内訳）  

親会社株主に帰属する中間包括利益 239,939 
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（３）中間連結株主資本等変動計算 

当中間連結会計期間（自2023年12月１日至2024年５月31日）           

   

     
 （単位：千円） 

  
株主資本 

純資産合計 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 20,500 20,500 331,766 △ 12,000 360,766 360,766 

当中間期変動額             

親会社株主に帰属

する中間純利益 
    239,939   239,939 239,939 

当中間期変動額合計 0 0 239,939 - 239,939 239,939 

当中間期末残高 20,500 20,500 571,705 △ 12,000 600,705 600,705 
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（４）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 （単位：千円） 

  当中間連結会計期間 
 (自 2023年 12月１日 

  至 2024年５月 31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前中間純利益 370,142 

減価償却費 30,196 

長期前払費用償却費 2,811 

賞与引当金の増減額(△は減少) 22,591 

受取利息及び配当金 △1,281 

支払利息 14,033 

固定資産売却損益(△は益) △8,000 

売上債権の増減額(△は増加) 84,504 

棚卸資産の増減額(△は増加) 831,671 

仕入債務の増減額(△は減少) △69,302 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 134,545 

未払消費税等の増減額(△は減少) △881 

その他負債の増減額(△は減少) △3,798 

その他 692 

小計 1,407,927 

利息及び配当金の受取額 1,281 

利息の支払額 △14,329 

法人税等の支払額 10,706 

法人税等の還付額 5,115 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,410,701 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △18,990 

貸付による支出 △150 

長期貸付金の回収による収入 11,405 

定期預金の払戻による収入 △3,188 

その他の支出 △11,501 

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,425 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額(△は減少) △865,000 

長期借入による収入 100,000 

長期借入金の返済による支出 △210,732 

リース債務の返済による支出 △1,431 

財務活動によるキャッシュ・フロー △977,163 

現金及び現金同等物の増減額 411,112 

現金及び現金同等物の期首残高 249,022 

現金及び現金同等物の中間期末残高 660,134 
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（５）中間連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 
 

(セグメント情報） 

（１）報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものです。当社グループは、建設業と製造販売業を行っており、各子会社において包括的な戦略を

立案し、事業活動を展開しております。 

当社は、「総合建設事業部門」、「デベロップメント事業部門」「鉄道関連等建設事業部門」、「建設資材

製造販売総合商社部門」の４つを報告セグメントとしております。 

(２)報告セグメントの変更等に関する事項 

     当中間連結会計期間の期首より、従来「総合建設事業部門」に含めていたデベロップメント事業を量

的な重要性が増したため、「デベロップメント事業部門」として独立のセグメントに変更いたしまし

た。 

     これに伴い、報告セグメントを従来の「総合建設事業部門」、「鉄道関連等建設事業部門」、「建設

資材製造販売総合商社事業部門」の３区分から,「総合建設事業部門」、「デべロップメント事業部

門」、「鉄道関連等建設事業部門」、「建設資材製造販売総合商社事業部門」の４区分に変更しており

ます。 

(３) 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

Ⅰ 当中間連結累計期間（自 2023年 12月１日 至 2024年５月 31日） 

  （単位：千円） 

  

報告セグメント 

調整額 

中間連結

損益計算

書計上額 
総合建設

事業部門 

デベロッ

プメント

事業部門 

鉄道関連

等建設事

業部門 

建設資材

製造販売

総合商社

事業部門 

合計 

売上高               

外部顧客への売上高 1,761,908 1,353,000 494,839 385,133 3,994,881 - 3,994,881 

セグンメント間の内

部売上高又は振替高 
18,919 - 3,900 164,867 187,686 △ 187,686 - 

計 1,780,827 1,353,000 498,739 550,001 4,182,568 - 3,994,881 

セグメント利益 250,205 61,809 35,900 22,932 370,848 6,913 377,761 

（注１）調整額の内容は、セグメント間取引消去高です。 

（注２）セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 
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(１株当たり情報) 

  

当中間連結会計期間 

(自 2023年 12月１日  

至 2024年５月 31日) 

１株当たり純資産額 172円 37銭 

１株当たり中間純利益 68円 85銭 

注）１．当社は、当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間の 

記載はしておりません。 

２．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。 


